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動
労
「
本
部
」
革
マ
ル
は
、
三
月
中
句
、
国
労
東
京
地
本
か
ら
革
マ
ル
系
分
子
を
中
心

K
約

百
三
十
名
を
脱
退
さ
せ
、
動
労

K
加
入
さ
せ
た
の
に
続
き
、
四
月
七
日
、
国
労
上
野
支
部
の
革

お
マ
ル
系
分
子
と
謀
・
夕
、
国
労
東
京
地
本
の
営
業
系
統
の
約
千
三
百
名
の
組
合
員
を
国
労
か
ら
脱

川
退
さ
せ
、
「
真
国
鉄
労
働
組
合
」
〈
真
国
労
)
の
旗
上
げ
準
備
会
を
結
成
さ
せ
る
念
ど
、
政
府

…
・
当
局
と
一
体
と
な
っ
た
国
労
分
断
・
解
体
攻
撃
を
一
気
K
強
め
て
い
る
o
わ
が
動
労
千
葉

k

m

対
し
て
も
謀
略
ピ
ラ
郵
送
を
始
め
、
許
し
が
た
い
組
織
破
壊
攻
撃
を
策
動
し
て
い
る
o
と
の
国

…
鉄
労
働
運
動
解
体
攻
撃
の
先
兵
・
動
労
革
マ
ル
を
徹
底
的

K
粉
砕
・
一
掃
せ
よ
o

革
マ
ル
分
子
に
よ
る

国
鉄
労
働
運
動
解
体
攻
撃
許
す
在

動
労
革
マ
ル
は
と
の
一
月
、
鉄
労
・
全
施
労

と
共

K
ス
ト
放
棄
、
合
理
化

H
首
切
り
推
進
の

「
労
使
共
同
宣
一
吉
己
を
発
し
、
国
労
K
揺
さ
ぶ

り
を
か
け
、
広
域
配
転

K
つ
い
て
も
、
同
じ
く
、

鉄
労
・
全
施
労
と
共

K
、
積
極
的

K
応
じ
る
と

と
を
当
局
と
確
認
、
「
当
局
(
桃
太
郎
)
と
い

っ
し
ょ
に
犬
(
動
労
革
マ
ル
)
キ
ジ
(
鉄
労
)

サ
ル
(
全
施
労
)
が
鬼
(
国
労
)
退
治
を
」
と

自
か
ら
言
い
放
ち
、
国
労
解
体
H
国
鉄
労
働
運

動
解
体
K
血
道
を
上
げ
て
き
た
o

そ
し
て
、
三
月
十
四
日

K
は
国
労
東
京
か
ら

一
二
三
名
を
動
労

K
脱
退
さ
せ
て
き
た
の
で
あ

る
o
さ
ら
に
、
三
月
二
十
五
日

K
は
、
総
評
国

鉄
再
建
闘
争
本
部

K
対
し
、
国
労
が
三
月
十
日

の
中
央
委
員
会
で
社
会
党
案
(
民
営
賛
成
・
分

割
反
対
)
の
支
持
を
決
定
し
た
が
、
反
対
派
が

多
く
信
用
で
き
な
い
と
し
て
「
国
労
と
り
共
闘

は
で
き
念
い
」
と
通
告
、
国
労
は
も
っ
と
屈
服

せ
よ
と
、
国
労
中
央
の
屈
服
と
無
方
針
を
見
す

か
し
カ
サ

K
か
か
っ
た
組
織
破
壊
攻
撃

K
打
っ

て
出
て
き
た
o

中
曽
根
・
革
マ
ル
が
結
託

政
府
も
と
れ
と
呼
応
し
、
国
鉄
関
連
法
案
の

審
議

K
入
っ
た
四
月
一
目
、
総
評
が
、
国
鉄
の

雇
用
問
題
で
の
政
労
交
渉
を
申
し
入
れ
た
の

K

対
し
、
後
藤
田
官
房
長
官
は
「
会
う
の
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
が
、
国
労
が
『
労
使
共
同
宣
言
』

を
認
め
る
の
が
前
提
で
あ
る
」
と
、
完
全
に
国

労
を
左
め
切
h
y
見
下
し
、
も
っ
と
徹
底
的

K
屈

服
せ
よ
と
せ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

真
国
労
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
中
で

動
揺
す
る
国
労
組
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員

K
動
労
革
マ
ル
と
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し
た
国
労
内
革
マ
ル
分
子
が
取
り
入
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y
、
内
部
ノ
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か
ら
国
労
解
体
を
目
指
し
て
結
成
が
進
め
ら
れ
叫

た
許
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
o
七
日
む
準
備
会
砕

発
足
K
続
き
、
十
三
日

K
正
式

K
旗
上
げ
す
る
粉

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
針
は
「
分
割
・
民
営
均
一

市
早
守

化
は
時
代
の
流
れ
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
攻

①
「
労
使
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告
一
口
」
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締
結
②
動
労
革
マ
壊

ぺ
鉄
労
、
全
施
労
と
の
共
闘
③
営
業
の
他
、
制

運
転
・
施
設
等

K
も
拡
大
す
る
④
東
京
他
、
佐

全
国

K
組
織
を
拡
大
し
、
三
万
人
を
目
指
す
」
で士

ロ

と
し
て

b
b、
ま
さ

K
御
用
組
合
と
し
て
国
労
片

解
体
を
狙
っ
て
い
る
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
o

引

鉄
労
は
、
「
真
国
労
が
目
指
す
方
向
は
、
ゎ
間

れ
わ
れ
と
同
じ
」
と
と
れ
を
大
歓
迎
し
て
い
る
o
例

ま
さ
に
、
国
労
運
動
、
国
鉄
労
働
運
動
の
重
族

大
念
危
機
で
あ
る
と
言
え
る
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国
労
の
内
部
か
ら
の
解
体
が
目
的

団
結
を
打
ち
固
め
、

動
労
革
マ
ル
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放
・
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い
よ
い
よ
本
格
的
攻
防
の
段
階
陀
入
っ
た
国

鉄
決
戦
k

b
い
て
、
政
府
・
当
局
・
動
労
革
マ

ル
は
、
動
労
千
葉
の
ニ
波
の
闘
い
で
切
り
拓
い

た
地
平
の
抹
殺
を
か
け
、
先
制
的

K
攻
撃
を
か

け
て
き
て
い
る
o

わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
国
鉄
労
働
運
動
解
体

攻
撃
を
断
じ
て
許
さ
な
い
た
め
に
も
、
闘
う
方

針

κ確
信
を
も
ち
、
団
結
を
打
ち
固
め
、
動
労

革
マ
ル
追
放
・
一
掃
の
闘
い
を
さ
ら

K
強
化
し
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